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大学生の学習エ ビデン ス の 管理及 び活用に 関する一 検討 †
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　本研究 で は、大学生 の 学習 エ ビデ ン ス の 管理及び活用の実態が検討された．新潟大学の学生 を

対 象 と した半構造化 イ ン タ ビ ュ
ー一

の 結果，学生 の 振 り返 りは，学習成果物 と し て 自身が作成 した

レ ポー トな どの電子媒体よ りも， 授業で の 配付資料や ノ
ー

トとい っ た紙媒体による学習エ ビデ ン

ス に 基 づ い て い る傾向が示 された，電 子 媒体 の 学習エ ビ デ ン ス 活用 の 課題 として，【PC 操 作 ス キ

ル の 必要性 】【フ ァ イル 整理 の 煩雑化 】【シ ス テ ム 活用 の 二極化】が 抽出 され た ，こ うした 課 題 は，

学生個人 の 自発 的な取組 みだ けで改善されるもではなく，大学全体にお ける教授学習の あり方に

関する 包括的な検討が必 要 で あ る こ とが示唆 された．最後 に，学習 エ ビデ ン ス に基 づ く学生 の 省

察を促進す る教育環境整備 の 可能性に つ い て議論 され た ．

　キーワー ド ： 大学生，学習エ ビ デ ン ス ，高等教育，省察，e ポートフ ォ リオ

1． は じ め に

　現在，学士課程教育は大きな転換期 にあ り，学生は

入 学時 か ら系統 的な教育課程 の もとで 量的，質的 に 充

実 し た学習プ ロ セ ス を経て 学位を取得す る こ と が 求 め

られ て い る （文部科学省 2012），こ の 動 向は，大学で

の 授業形態や評価 の 在 り方に も影響を与え，近年 で は

e ポー トフ ォ リオ を 活 用 した 学習 プ ロ セ ス 評価 の 導 入

やキ ャ リ ア形成支援な ど広範囲に わた る （例えば，柳 ・

小川 2011）．こ うし た事例 は，教育 の 質 を明示的に保

証す る ための 具体的成果 とな り，学習過程 における学

習者の省察を支援する 上 で 有益 な知見 で あるとい える．

　新潟大学で は 平成22年度よ り新潟大学学 士 力 ア セ ス

メ ン トシ ス テ ム （以 下 「NBAS 」） の 開発 に 着手 して い

る （生 田 ほ か 2011）．NBAS は ，
「学習成果 の 可視化 」

と 「学習過程 の 蓄積 」 による学 生 の 省察を支援
・
促進

する シ ス テ ム で ある．特に，「学習過程 の 蓄積」 の 機能

は e ポー
トフ ォ リオ に よ っ て 実現 され る こ と が想定さ

れ て い る．しか し， e ポー トフ ォ リオ の 開発導入 に 際

し，現 実的な課題 も存在す る． e ポー
トフ ォ リオは大

学教育の 質保証の 向上を 目的 と して 導入 され る が
， 教
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育行政か らの 要請で 対応する場合もあり効果的に活用

され て い る大学 が 少な い こ と が 指摘 され て い る （森本

2011）．本来的に e ポー
トフ ォ リオには，学習者 の 学習

過程 で 蓄積 され る意味あ る エ ビ デ ン ス に よ る省察 の 支

援 ツ
ー

ル と して の 機能 が 期待 さ れ る が ，学生 を 取 り巻

く実態の 把握が十分で なく，そ の機能が 果 た せ て い な

い 可能性 も考え られる．そ の ため， e ポー トフ ォ リオ

活 用 の 前 提 と な る 学 生 の 学習 に 関 す る エ ビ デ ン ス （以

下 「学習エ ビ デ ン ス 」）の 管理や活用 に関す る実態 を明

らかにす る必要性 が あ ると考えられ る．とこ ろ が ，そ

うい っ た基礎調査は こ れ ま で ほ とん ど行われ て い ない

ため ， 本研 究を新潟大学の 学生 の 実態に即 した e ポー

トフ ォ リオ設 計 の ため の 基礎的調査 と位置 づ け る．

　以上を踏まえ，本研 究 で は，学習 エ ビデ ン ス の 管理

及び活用 の 実態 を検討 し，学習 エ ビ デ ン ス の 効果 的活

用 の 可能性 を検討す る こ と を 目的 とす る．本稿 に お け

る 「学習エ ビデ ン ス 」 とは ，正課内活動に限定し た 「レ

ポー ト等の 学生が 自ら作成し た学習成果物」 及び 「授

業に お け る 配布 資料や収集デ
ー

タ」 とする ，

2．　 方 法

Vol．37，　Suppl．　（2013）

　 2，L　 研究協力者

　平成25年度か ら NBAS を先行的に使用する新潟大学

理系学部 の ある学科 に 所属する 4 年生 6 名 （学生 A 〜

学生 F ）及び同学科を卒業し 同大学院 に所属す る大学

院生 2 名 （学生 G ，学生 H ）の合計 8 名で あ っ た ．
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　 2．2．　 調査方法

　研究対象者に半構造化イ ン タ ビ ュ
ー

を実施 した．実

施時期は 20H 年 7 月 で あ り，一
人あた りの 実施時間 は

約 1 時間 で あ っ た．学生 の 学習 エ ビデ ン ス 管理 の 実態

に 即 した e ポー
トフ ォ リオ の 設 計を行 う観 点 か ら，イ

ン タ ビ ュ
ー

項 目は 「デー
タ管理 の 方法 （以下 「デ

ー
タ

管理 」）」
「配布資料や レ ポー

ト（学習 エ ビデ ン ス ）の 振

り返 り （以下 「振り返 り」）」 「デー
タ管理 Eの 課題 （以

下 「課題 」）」 の 3 点 と した．現状だ けで はな く， 大学

入学以降の 状況 に関 して も回想 的に回答を求めた．と

りわ け大学院生 2 名には，4 年 次を中心 に 学部時代 の

デー
タ管理 の 方法に関 して 回想 的 に 同答 を求めた，

　2，3．　 分析方法

　イ ン タ ビ ュ
ー項 目 ご と に 音声データ を テ キ ス ト化 し，

イ ン タ ビ ュ
ー内容 を整理 した，「振 り返 り」及び 「課題 」

に つ い て は，テ キ ス ト化 されたデー
タを類似性 の 高 い

内容 に ま とめ，カ テ ゴ リ化する 要約 的内容分析 （FLICK

l995）を行 っ た ，分析 は筆者を含む 2 名に よっ て 行 い 、

得 られ た分析結果に基づき解釈的検討を行 っ た．大学

生が活用 可 能な e ポー トフ ォ リオ 設計を 志 向す る観点

か ら，本稿に お け る 「振 り返 り」 及 び 「課題 」 の 分析

検討範 囲 は，大学院生 2 名を除 く学生 A 〜学生 F の 6

名に限定 した，本 文中で の イ ン タ ビ ュ
ー

内容 の 引用 は

斜体 で 示 す こ と と する．

3． 結 果 と 考 察

　3．1．　 研究協力者 の 基本情報及びデ
ー

タ管理傾 向

　研 究協力者の デー
タ管理に関す る全体的 な特徴 を検

討する た め、イ ン タ ビ ュ
ー

項 目 「デー
タ管理 」 で 語 ら

れ た 内容に 基 づ き，協力者 の 基本情報及 び 電子 フ ァ イ

ル の 保存方法を表 1 に整理 した ，補足的な聞き取 りに

よ り，電 子 フ ァ イル に 限定 した学習エ ビ デ ン ス の 保存

先 は USB メ モ リや個 人 所有 PC で あ り，卒業 研 究 に 関

す るデ ータ は 研 究 室 設置の PC に保存され る傾向 が 示

表 1　 研究協力者の基本情報及 び エ ビデ ン ス の 保存先

研 究　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 学 習 エ ビデ ン ス （電 子 〉
　 　 　 学 年　 　 性別 　進 路 （予 定 ）
協 力 者　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 保 存 先

ABC生

生

生

学

学

学

4年生
tt．、女 性 就 職 　

 

4 年 生 　 　女 性 就 職

4年 生 　 　女 魅 大学院進 学

学 生 D　 4年 生 　 　男性 就 職

　
　じ
　

生

生

学

学

G生学

4年 生
’

4年生

修 士 le

男 性 就 職 　・

男性 　大学院進 学

女 性

学 生 H　 修 士 1年 男 性

PC ，　 USB メモ リ

USB メモ リ

USB メモ リ（4個 ｝

USB メモ リ（1，2年 次）
HDD （3年次 以 降），
Dropbox （4年次 以 降）

USB メモ リ

USB メモ リ（2 個）

USB メモき
il
　／i 、、

PC （3年次 篠期 以 降 ＞

PC．　USBメモ リ

※ 「一」 部分 は回答 を求 めて い な い 箇所 （表 2 も同様）
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された．

　学部 4 年 間 に 1垠 定 し，学習エ ビ デ ン ス の 学年 別 の 主

観的な蓄積量 を尋ねた とこ ろ，学年上昇に伴い 蓄積量

が増加す る傾向が示 され た （表 2 ）．当該学科 の 科 目履

修 の 特徴 に つ い て ，学 生 A に よれ ば 「うちの 蝌 な 2

李憂繝 と 3 年蒲 ジ∫ ・
番疫業 が多か っ ノをの で1 多分そ

こ の 翻 今が寄 ぐで 3 年後期 〆ごな る 2凝 ｛うん で ナよね，

疫 業が：．「 と語 られた，そ の ため，主観的な学習 エ ビ デ

ン ス の 増加 は ， 多くの 学生が 入学か ら 2年次前期ま で

は教養教育 に関する科 日， 2年次後期以降は専門教育

に 関す る 科 日 を共通的 に 履修す る こ とに 起 因 す る と推

察され る ．専門教育に 関する科目は，具体的なデータ

を扱う 「フ ィ
ー

ル ド実習」 「演習」 な どの 授 業科 目が含

まれ る た め ，結果 と し て 学習 エ ビ デ ン ス が 多 く な る と

考 えられ る．

　3．2．　 電子媒体の学習 エ ビデン ス 管理 の 特徴

　 e ポー
トフ ォ リオ 設計 の 観 点か ら，電子 媒体 の 学習

エ ビ デ ン ス の 管理傾 向を検討す る．イ ン タ ビ ュ
ー

項 目

「デー
タ管理 」 で の 聞 き取 りの 結果，電子媒体 で 管理

される学習 エ ビデン ス は，「レ ポ ー
ト」 「文献 」 「収集デ

ー
タ （実習デー

タ，写真）」 で あ っ た．表 2 よ り，学生

A ・学生 H を除く 6 名 が 2 年次 ま で は USB メ モ リの み

に 保存 して お り，そ の うち学生 B ・学生 C ・学生 E ・

学生 F の 4 名 が調査時 まで に バ ッ ク ア ッ プ を して い な

い 状態 で あ っ た．バ ッ ク ア ッ プの き っ か けを学生 D と

学生 G に尋ねた と こ ろ， 「ゼ ミ で ヱ冱Z，無 ぐしか ゲ てL

（中略） 1 画 そ ラの ラ遡 去 の レ ポ ーみの 課暫 ま．かが；

麗 〜汗で姦「〃返 ｛5峙 に 冤 ら≠乙な ぐな っ で 〃1 る の tLr気 づ b 、

（，や っ ぱ ク USB だ げ o や 危 な レ1な ま 〃 b ラの で
…．

（学 生 D ）」，「 r3年 2 黝 に丿 USB 〆ご L ／’ス n で な

ぐ で，そ の 碍
…

な業！冠融 だ っ た の で 私 の ど こ ろ〆こ L

か ス っ τ の な ぐ て〕み ん な の デ 」 タ威 差 乙．返 ん だ ら．

USB の 譚 子 が 1票 ぐ で 　（学 生 G ）」 と い う回 答 を得た．

そ の ため ， デ
ー

タ管理への 意識転換は ，
バ

ッ ク ア ッ プ

や振 り返 りの 必要性が伴 う経験が契機 とな るこ とが考

え られ る．

表2 　主 観的な学習 エ ビ デ ン ス の 学年別 比 率

　　　　　　　 　　　　　　　　　　（単位 ：％ ）

研 究 協 力 者 　 1年 次 　 2年 次 　 3年 次 　 4年 次 　 合 計

学 生A 　　 　 20　 　 40
学 生 B 　 　　 30 　　 40

学 生 C 　 　 　 10　 　 40

学 生 D 　 　 　 10　　 10

学生 ξ　　　 10　　．30
学生 F　 　 　 20 　　 30

（学 生 G ）
tttt
　 　 10 ・ll

（学 生 H ）　 　 　 5　 　 　 5

40　 　　 　　 　　 10e ・
30 　　 　 　 　 　 　　 100

50 　　 　　 　　　 　 100 「

80　 　　 − 　 　　 　100

60　 　　 − 　 　　 　IOO

50　 　 　 − 　 　 　 100

をO、iii＼陛、60：　　　，1．00
’

20　 　 　 70　 　　 100

平 均 （学 生 A 〜F ）　 16．67 　 31，67 　 51 ．67 100
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一

方，USB メ モ リの み を使用す る学生 の データ管理

に 関す る 認識 を尋ねた とこ ろ，「そん な に童 婁 な デ L タ

が
」
まだ なの ん 匹 　皺 や っ τ の で灣え で 乙 ま っ た らち

よ っ ま．権るか 6 乙轟 な 〃｝で ずカ
L

と二　ぞ轟ぱ碍儼 ガゴあ轟

ぱや ク亘 ぜ る レ ベ ル な の で．（学生 E ）」 や 「授業贊揮

とか だ ま，癬 ぐ した ぐな い ん で ナげ ど； レ ポ ー
みも

一厘

捲 左〆し ちゃ つ て〕あま クそdク妥房動 リを試 LtiS
’
な の の て冗

（学生 C ）」 とい う回答を得 た．こ の よ うに，学習 エ ビ

デ ン ス に 対す る 重要性 の 認識が低 い 場合 には，デー
タ

管理 に対す る意識 も希薄になる可能性 も考え られ る．

　33 ． 学習エ ビデ ン ス に基づ く振 り返 りの実態

　学習 エ ビ デ ン ス に基づ く学生 の 振 り返 りの 実態を検

討す るた め，要約的内容分析を用 い て イ ン タ ビ ュ
ー項

目 「振 り返 り」 で の 聞き取り 内容の 分類を行 っ た．そ

の 結果 ， 複数 の 授業科 目に関連 した学習エ ビデン ス を

活用す る 【授業科 目間 の 関連性 （学生 A ，学生 B ，学

生 C ）L 就職な ど学生 自身の 進路に直接関連する 【正

課外場 面か らの 要請 （学生 D ，学生 E ）】，学習成果物

に対す る興味関心に関連する【学習成果物 へ の 関心 （学

生 F ）L 一定量 の 学習エ ビデン ス が蓄積され た段階で

取捨選択を行 う【機械的整 理 （学生 E ）】の 4 っ の カテ

ゴ リが抽出され た （表3 ），

　学生 の 「振 り返 り」 の契機を正課内 （【授業科 目間の

関連性L 【学習成果物 へ の 関心】）と正課外 （【正課外

揚面 か らの 要請】，【機械的整 理 D に 区別 し て解釈する．

正 課 内に関す る 【授業科 目間 の 関連性】で は ，複数の

授業科 目の 関係性 が 認識 され て お り，授業で の 配付資

料や ノ
ートが 振 り返 りの 重要な材料に な っ て い る こ と

が 示 され た．一方，正 課外 に 関 して は，就職活動 へ の

対応の 必 要性 とい っ た 外的要因 に誘発 され た振 り返 り

と位置づ け られ るが，
一

般的には就職活動 が本格化す

る の は 3 年次後期で あ る た め ， 低学年次に おけ る 学習

の振 り返 りが課題 とな る と考えられ る，

　3．4． 学習 エ ビデ ン ス の 管理上 の課題

　学習 エ ビ デ ン ス の 管理上 の 課題 に つ い て 検討するた

め ，イ ン タ ビ ュ
ー

項 目 「課題 」 に 関 して ，「振り返 り」

と同様の 手法に よ る聞き取 り内容 の 分類を行 っ た，そ

の 結果，「フ ォ ル ダの 多さに よ る検索 の 困難 さ」な どの

【フ ァ イ ル整理 の煩雑さ （学生 A ，学生 B ，学生 E ）L
ク ラ ウド （「Evernote」 「Dropbox」 等） の 活用 へ の 期待

表 3　 学習エ ビデ ン ス の振 り返 りとエ ビデ ン ス管理上 の 課題 （学生 G ，学生 H は割愛）

「娠り返り」の整理結果 「デ
ー
タ管理 」の 整理 績果
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【学習成果物へ の 関心 】 【PG操作スキ ル の必 要性】
3年になってやっ ぱりレポ

ー
トを書く回数が増えて、今書いてい るレポ

ー
トが 1年、2 年ぱこっ ちゃでしたね やっ ぱり自分は全然パソコン に詳しくなくて 、USB （メモ リ）とかも

学生 F 書き終わっ た 日とかに「うまくな っ たな」とか と思いながら 1年生の とかを見る 大学に入 っ て 初めて 知 っ たぐらい で 使い方とい うか 、何が できるかも分かんない 、そんなレ ベル

と「下 手だなあ」とかと思 いな がら、一人 で楽しんでいます なんで （大変じゃなか っ た？）面倒くさいですよね 何回 か、これ違う、これ違う、これ違うと〔ファ

イル ）開きましたよね

※括弧内斜体は イン タビ ュア
ー

発 言，【 】は イン タ ビ ュー
内容の 要約カテ ゴ リ，そ の 他括弧内は筆者に よる補足
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と学生利用 の 二極化に関す る 【シ ス テ ム 活用 の 二 極化

（学生 D ）L フ ァ イ ル 整理 の 技術 に 関す る 【PC 操作

ス キ ル の 必要性 （学生 F ）】の 3 つ に分類 された （表 3 ）．

　学生 の 振 り返 りが 紙媒体で管理 され る学習 エ ビデ ン

ス に 基 づ く傾向 を踏ま え，「課題 」 で は 主 に 電子 媒体 の

学習エ ビ デ ン ス の 活用可能性 に 注 目 し，解釈 的検討を

行 っ た．【フ ァ イ ル 整 理 の 煩雑 さ】に 関 し て は ，電子媒

体 で の 学習エ ビ デ ン ス が振 り返 り の エ ビデ ン ス と して

現実的に 活用 され る機会が 少な く，そ の 必要性 が 十分

に 認識され て い ない た め に 生 じる課題 で あ ると推察 さ

れる．一
方 で，【PC 操作ス キル の 必要性】及び 【シ ス

テ ム 活用 の 二極化】に関 しては，学習 エ ビ デ ン ス 活用

の 前提 と な る 課題 で あ り，初年 次教育の 段 階 か ら機械

的な PC 操作技術だけ で は な く，現実場面 で の 活用 を

意識 した働きか けが 必要 に な ると考え られ る．

4． 総　合　考　察

　4，1． 本研究の ま と め

　本研究の 目的は ，学生 の 実態に即 した e ポー
トフ ォ

リオ設計 の 観点か ら，大学生 の 学習エ ビ デ ン ス の 蓄積

及び活用 の 実態 を検討する こ と で あ っ た ．学生 が 活用

す る学習 エ ビデ ン ス の 全体的な特徴と して ，紙媒体 で

管理 され るエ ビデ ン ス （「授業 の 配布 資料 」，「ノ
ー

ト」）

に 基 づ い て 振 り返 る場合 が 多い 傾向が 示 され ， 電 子媒

体で の 学習エ ビデ ン ス （レ ポー
ト）は提 出 した後 は 自

発的に見直す機 会はほ とん どな い こ とが明 らかとな っ

た．本稿 で 抽 出 され た 【フ ァ イル 整理 の 煩雑 さ】【シ ス

テ ム 活 用 の 二 極化 】【PC 操作 ス キ ル の 必 要性 】の 課題

は，学生 に よ る認識の 立場に 限定され る もの の ，個人

の 学習管理 とい っ た学生 の 自発 的な取組 だ け で改善で

き る もの で は な い と い え る．【フ ァ イ ル 整 理 の 煩雑 さ】

は， e ポ
ー

トフ ォ リオ仕様設 計で対応で きる 可能性は

あ る が，そ の 他の 課題 は シ ス テ ム 設計の 枠組み を 超 え

る もの で あ る と考え られ る．

　4，2． 学習 エ ビデ ン ス 活用 の 可 能性

　大学教 育の 質的転換 （文部科 学省 2012）の 視点 か ら，

学習 エ ビ デ ン ス 活用 の 可能性 に つ い て 以下 の 3 点を提

起する こ と とする．

　第 1 は ，学部学科 （教育プ ロ グ ラ ム ）に お い て 系統

的な カ リ キ ュ ラ ム を整備 し，入学 の 初期段 階か ら 系統

的な授業科 目の構造を学生に明示的に示すこ とによ り，

学習 エ ビデ ン ス に 基づ く計画的な振 り返 りを促す契機

とな る 可能性 が 考え られ る．第 2 は，授業実践者で あ

る教員個人 の 意識転換で あ り，隣接する領域の授業科

目 との 関連性を意識し た授業展 開や資料作成などが求

め られ る だ ろ う．第 3 は，大学全体 と して 学習環境 の
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構築を支援す る枠組 み の 必 要性 で あ る．例えば，初年

次 か ら学習 の 振 り返 りや 学習エ ビ デ ン ス の 活 用 を視野

に 入れた導入 教育 の 展 開 に よ っ て ，学生が 必 然 的か つ

習慣的に省 察す る教育的環境を整備す る こ とも考えら

れ る．以 上 の 3 点を踏 まえ，学生 と教員 の 教育的 ニ ー

ズ と して の 実態 を十分 に把握 し，学生 の 学び と教員 の

教育支援 との 両方 の 実現 を志 向 した教 育環境 の 整備

（例 え ば LMS や e ポー
トフ ォ リオ ）が 必要 で ある と考

え られ る．

　 4．3． 今後 の 課題

　本研究 は ，学生 の 実態 を明 らか に す る ため の 基礎的

調査 で あ り， 新潟大学 に お ける特 定学部 の 事例 に過 ぎ

ない ため
一

般化 して解釈す る こ とは限界があ る．今後

は カ リキ ュ ラ ム の 異な る複数 の 学問領域 に お け る 学 生

行動 の 実態 に関する知 見を蓄積 し， よ り実態 に即 した

学生 と教員 の 教育的 ニ
ーズ を明 らか に して い く必要が

ある と考え られ る．
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